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藤岡教育長 ただいまより、令和６年度 第４回 教育委員会臨時会を開催いたします。議事

録署名委員には、藤原委員を指名いたします。 

ここで、各委員に確認をいたします。会議は公開が原則ですが、今回の案件は市

議会に付議するものであり、現時点では公表されていないため、非公開としたい

と思いますがよろしいでしょうか。 

  

 （異議なし） 

  

藤岡教育長 では、ご異議がないようですので、非公開といたします。 

では、これより審議に入ります。 

一般報告①「学校給食費について」を議題といたします。 

学校給食課長、お願いいたします。 

  

学校給食課長 一般報告①「学校給食費について」、昨今の物価上昇局面における学校給食費の改

定についてご説明申し上げます。 

これにつきましては、令和７年１月２９日に教育こども常任委員会で所管事務報

告をする予定となっております。 

資料に沿ってご説明いたします。 

１ページ目の「３ 改定内容」をご覧ください。 

本市の学校給食費は、保護者には食材購入に係る経費を負担していただいており

ます。この学校給食費につきまして、持続可能な学校給食の提供を図るために給

食費の改定を行います。改定内容は、給食費を１食当たり、小学校で現行２７５

円を３０円アップの３０５円、中学校は現行３２５円を３５円アップの３６０円

に、いずれも令和７年４月１日より改定いたします。 

改定の理由といたしましては、２点ございます。 

まず、１つ目の理由といたしましては、給食費の収支均衡を回復することでござ

います。 

１ページ目の４（１）の表をご覧ください。 

令和２年度以降、学校給食費の単年度収支赤字は続いており、令和５年４月に学

校給食費を改定いたしましたが、改定後も物価上昇は続き、収支赤字は解消でき

ておりません。 

あわせて、３ページ目の資料１をご覧ください。 

この資料は、各年度における消費者物価指数、食糧費及び学校給食費基金の残額
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を示しているものでございます。折れ線で示しておりますのが消費者物価指数、

棒グラフの左側で示しているのが食糧費、棒グラフの右側で示しているものが学

校給食費基金の残額でございます。消費者物価指数、いわゆる物価水準は、令和

３年度までは緩やかに上昇しておりますが、令和４年度以降、急激に上昇してい

ることが確認いただけると思います。 

これに対しまして、直近の給食費改定は平成２７年度と令和５年度に実施いたし

ました。グラフの年度の下に［改定］と記載しているのは、当該年度の４月に給

食費を改定したことを表しております。前々回の平成２７年４月改定の際に基準

といたしました消費者物価指数は、平成２６年１１月時点の９１．７％であるの

に対しまして、最新の令和６年１１月時点では１２１．３％まで上昇しており、

上昇率は２９．６ポイントでございます。 

この物価上昇の間、給食費改定は令和５年４月改定のみでございまして、その改

定率は約１０％でございました。現在、改定した以上に物価水準が上昇している

ことが収支赤字の要因となっております。物価高騰による収支赤字に対して、学

校給食費基金や令和４年度以降は国の交付金で補塡してまいりました。しかしな

がら、今後、国の交付金がなければ、学校給食費基金は令和８年度中にも枯渇す

る見込みとなります。学校給食費基金は、学校給食の安定供給を図る上で必要で

あり、基金を枯渇させないためにも収支均衡の回復を図ることが重要であると考

えております。 

２つ目の理由といたしまして、２ページ目の（２）をご覧ください。 

こちらに記載しておりますとおり、学校給食の質を維持することでございます。

食材費の高騰により使用できる食材が制限され、学校給食の質の維持が困難にな

っております。 

あわせて、４ページ目の資料をご覧ください。 

この資料は、各年度における１食当たりの副食費、いわゆるおかずにかけること

ができる費用と栄養価充足率を示したものでございます。上のグラフは小学校、

下のグラフは中学校のものでございます。棒グラフで示しておりますのが実質副

食費で、折れ線グラフ内のパーセント表示で示しているものが栄養価充足率、折

れ線グラフのうち右肩上がりに上昇しているものが消費者物価指数を表しており

ます。このグラフをご覧いただくと、物価高騰に伴い副食費は減少し、栄養価充

足率も低下傾向にあることがご確認いただけるかと思います。小学校でいえば、

平成２７年度当時はおかずに１４１．３円かけることができておりましたが、令

和６年度には１０２．２円と減少しております。 
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さらに、令和５年度産のお米につきましては、流通量が全国的に減少した影響に

より、来年度前期契約予定の委託米飯における主原料費が現年度と比べまして１．

５倍と、近年にない大幅な値上がりになることが決定的でございます。この結果、

令和７年度は小学校、中学校ともに実質副食費は過去最低額を更新する見込みで

あり、給食の質を維持することがさらに困難な状況となります。 

これまで、交付金の活用や献立の工夫等を行うことによって給食費の増額改定を

回避してまいりましたが、給食費と実際の食材費等の乖離が大きくなり続けてお

り、物価高騰は内部努力により吸収可能な範囲を超える状況でございます。 

給食費の収支均衡を回復し、献立の質を少なくとも前回改定した令和５年度と同

等の水準に戻すためには、食材購入にかかる経費を増額する必要がございます。 

以上が給食費改定の理由でございます。 

この件につきましては、これまで学校給食審議会でご説明させていただいており

まして、委員の方から、この改定についてはやむなしという意見をいただくとと

もに、給食費を改定して、子供たちにとって充実した本来の献立内容とするよう

にというご意見をいただいております。 

一方で、給食費の改定額につきましては、できるだけ保護者負担を軽減してもら

いたいという意見もございます。 

これらの意見を踏まえまして、給食費の値上げ幅は最小限とし、さらに保護者の

経済的負担の軽減を図るように検討しております。 

２ページ目の「５ 今後の方針」をご覧ください。 

令和７年度につきましては、国の交付金を活用することで現行の保護者負担額を

据え置くことを現在検討しております。 

給食費の改定につきましては、学校給食費条例施行規則の改正が必要となり、ま

た市長権限事務に当たることから、本日ご意見をいただいた後、３月の教育委員

会会議に付議、その後、市長決裁を経て決定させていただく予定としております。 

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

  

藤岡教育長 説明は終わりました。 

本件のご意見、ご質問はありますでしょうか。 

  

山本委員 説明を聞いていますと、やはり値上げはやむを得ないというふうには思います。 

幾つかお聞きしたいことがあります。国からのこういう交付金というのは続かな

いのか、もうないのかという、国がどういうふうにその辺のことを考えているの
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かということが、もし分かれば教えてほしいということが一つです。 

それから、今回これで上げるんですけれども、１年後、２年後にまた上げるとい

う、上げ幅は最低に抑えなければ駄目だというのは分かるんですけれども、それ

がかえって１年後にまた上げますよということにならないような配慮も大切だと

思います。そのあたり、どういうふうに考えられていらっしゃるのでしょうか。

物価の上がり方というのは、なかなか難しいところもあるとは思うんですけれど

も、そんなことを思いました。 

それから、最後に、交付金で、一昨年でしたか、半年間無償にしましたよね。そ

れを一度経験して、今回、上げるという形になります。 

給食費の無償化というのは、今、全国的にも取り組まれていて、阪神間でもそう

いうことを、中学校を中心にしているところが出てきています。保護者の方はそ

ういうことを知っているわけで、今後、その辺の何か見通し的なもの、難しいで

しょうけれども、何か方向みたいなものが指し示せるのかどうかが大切になると

思います。これは、教育委員会だけの問題ではなくて、むしろ本庁サイドの問題

ですが、そんなことを思いました。 

  

藤岡教育長 学校給食課長。 

  

学校給食課長 ご質問いただいた３つのご質問のうち、１つ目の国の交付金の動向、２つ目の今

後１年後、２年後の給食費の改定についての部分をまずご説明させていただきま

す。 

１つ目の国の交付金の動向につきましては、現在、令和６年度の国の補正予算に

よって、重点的支援交付金という形で動向が示されておりまして、これが本省繰

越し、７年度に使えるというところまでは国の動向でこちらもお示しをいただい

ているところではあるのですけれども、その後、７年度の補正予算及び８年度に

つきましては、今現在、国の動向というのは全く見えていない状況でございます。 

これにつきましては、今後も国の動向を注視しながら、活用できる交付金があれ

ば積極的に手を挙げていきたいというふうに考えておるところでございます。 

２つ目の１年後、２年後の給食費改定につきましては、これにつきましては、お

っしゃられるとおり物価水準の今後の動向がどのような形で推移するかにもよる

ものですが、我々といたしましては、やはり給食費を上げるということは、その

分保護者負担がかかるということでございますので、給食費を上げるのは最終手

段というふうには考えております。 
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そのためにも、今も行っている給食費の価格を抑える軽減措置として、いろいろ

な形で献立の工夫などを行っておりますので、それをさらに継続することによっ

て、また今後の米の一時的な高騰においても、また落ち着きを取り戻すというこ

とも見越してはございますので、そういった様々な物価の状況であったり食材の

有効的な活用の中で、何とか給食費の改定というのを先延ばしにしていきたいと

いうふうに思っておりますが、ただこれはどうしても物価の高騰であったり外的

要因が大きいところもございますので、適正な額となるようにその都度工夫と注

視を図っていきたいというふうに考えております。 

  

学校給食課担当

課長 

３つ目の半年間無償化した後に、阪神間でも無償化になったところがあるのでは

ないかというところでございますけれども、伊丹市の中学校が学校給食費を無償

化しております。伊丹市に確認したところ、市の財政調整基金の中で給食費を補

って、２億円ほど使っていると聞いております。 

また、来年度、令和７年の４月より、三田市の中学校が学校給食費を無償化にす

ると聞いておりますが、市の財源の中でやりくりした中、無償化にしていくと聞

いております。 

本市におきましても、そういった状況を踏まえて行おうとしますと、財政構造改

善ということで４０億円を捻出しないといけないというところもございますの

で、なかなかそこまで手をつけていけないのかなというところが現状でございま

す。 

  

藤岡教育長 藤原委員。 

  

藤原委員 報告ありがとうございます。２点あります。 

１点は、今回、値上げをすることによって、１ページ目にあるような赤字が常態

化している状態が改善される見込みがあるのかというところの見込みをご説明い

ただけたらと思います。といいますのは、もちろん先ほどの山本委員のご指摘と

も重なるところがあるんですけれども、令和５年の改定から消費者物価指数を見

ると約２割、世の中が値上げしているところで、１割値上げということなんです

けれども、果たしてこれで改善されるのか、何かずるずると上がるという現象が

起きるのではないかという危惧があるというのが１点です。 

もう一点が、２ページ目の一番下の中核市の間の比較の表に関してなんですけれ

ども、西宮市の順位が書いているんですが、これは高いほうから数えているのか
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安いほうから数えているのかというところで、恐らく高いほうなのかなと思うん

ですけれども、その中で、１食単価が西宮市は平均よりも安いけれども、保護者

負担は平均よりも高いという現象が生じているのは、どういった理由に基づくも

のか教えていただけたらありがたいです。 

  

藤岡教育長 学校給食課長。 

  

学校給食課長 １つ目の質問の来年度以降の収支均衡について、ご説明をさせていただきます。 

今現在、令和６年度の決算見込みといたしましては、小学校で１食当たり約１２

円の赤字、中学校で約１４円の赤字の見込みでございます。 

今回、この約３０円アップする中には、一つは収支均衡を回復するという目的、

もう一つは献立の内容の充実を図るという意味でございます。 

この約３０円アップの中のうち、１２円、１４円につきましては、収支均衡をま

ずゼロにするという見込みで計上しておりますので、現在の物価水準というもの

が維持されれば収支均衡できるという計算の見込みではございます。 

ただ、今後のさらなる上昇であったりといったところに対してどこまで対応でき

るかというのは、献立の工夫であったり上昇の状況にもよるかというふうに考え

ております。 

  

学校給食課担当

課長 

２番目の質問である、中核市の学校給食費の状況について説明いたします。 

本市では１食単価が小学校でありましたら２７５円同額でございますが、他市の

中核市の状況を鑑みますと、無償化を市費のみで行っている自治体が６１市中２

０市行っております。また、その他におきましては、交付金を充てている自治体

や交付金と県費、交付金と県費と市費、交付金と市費といったような形で組み合

わせた上で保護者負担を下げているというところがほとんどでございます。例え

ば、無償化にしている自治体に対し、青森県では、県費として補助を東京都では、

給食費負担軽減事業により全額補助をしていると、そういった状況でございます。 

  

藤岡教育長 長岡委員。 

  

長岡委員 今回の値上げに伴って、それに連動して、この栄養価充足率なんかも上がってい

く見込みでしょうか。 
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藤岡教育長 学校給食課長。 

  

学校給食課長 今、ご指摘いただきました栄養価充足率につきましては、献立の内容、質を戻す

ことで、率を回復させる目的も、この増額に含まれておりますので、何とかおか

ずにかける費用というのを増やして、献立内容を本来の形に少しでも戻して、こ

の充足率も共に上げていくという形を目指しております。 

  

藤岡教育長 よろしいですか。 

ほかにご質問等は大丈夫ですか。 

では、なければ一般報告について終了いたします。 

以上で予定されていた議題は終了いたしました。 

これをもちまして、第４回教育委員会臨時会を閉会いたします。 

ありがとうございました。 

  

 （終了） 

  

 


